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株式会社翻訳センター 代表取締役社長の二宮でございます。
本日は説明会にご出席いただき、誠にありがとうございます。
それではこれよりご説明を始めます。
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本日のご説明内容はご覧のとおりです。
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まず、2023年3月期の業績についてご説明いたします。
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こちらのスライドでは、
2023年3月期の業績についてご説明いたします。

2023年3月期の売上高は109億9,470万、YoY5.9％増加、
同営業利益は9億2,800万、YoY14.4％増加、
同経常純利益は9億6,000万、YoY14.1%増加、
同四半期純利益は6億8,600万、YoY19.8%増加となりました。

昨年11月の修正予想と比べると売上と営業利益は若干未達となりましたが、
経常利益と当期純利益は修正予想をクリアし、過去最高益を達成することができました。
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こちらのスライドでは、
2023年3月期の貸借対照表についてご説明いたします。

総資産は74億8,600万、 YoYで3億1,400万の増加、
負債は18億1,300万、 YoYで2億6,700万の減少、
純資産は56億7,200万、YoYで5億8,100万の増加となりました。
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こちらのスライドでは、
2023年3月期の損益計算書についてご説明いたします。

売上高は109億9,470万、YoY5.9％増加、
売上原価は58億6,000万、YoY7.9％増加、
売上総利益は50億8,700万、YoY3.6％増加、
これらの結果、営業利益は9億2,800万、YoY14.4％増加となりました。

なお売上総利益率がYoYで1ポイント減少しております。これは工業・ローカライゼーショ
ン分野において粗利率の非常に低い大型案件を受注したこと、機械翻訳の活用で得た利幅
をもとに一部の顧客に対して積極的な価格戦略を行ったことが主な要因です。

売上総利益率はYoYで減少となりましたが、売上総利益額はYoYで増加しており、
機械翻訳を活用するという戦略は順調に進んでいます。
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こちらのスライドでは、
2023年3月期のセグメント別売上高についてご説明いたします。

翻訳事業は84億5,700万、YoY8.0％の増加となりました。
特許分野は27億800万、YoY16.9％増加となりました。大手通信系企業からの案件獲得に
加え、主要顧客からの受注が好調に推移しました。機械翻訳の活用で得た利幅を活かした
価格戦略が奏功していることも伸長の要因と捉えています。

医薬分野は27億9,600万、YoY3.7％減少となりました。CRO（医薬品開発受託機関）の
発注方針変更による受注減、前期（22/3期）に受注したコロナ関連の案件の反動減が主な
要因です。ただ足元ではメガファーマを中心に施策は着実に進捗していますので、進行期
（24/3期）は盛り返したいと考えています。

工業・ローカライゼーション分野は23億7,600万、YoY17.2％の増加となりました。前
ページでご説明した大型案件の受注に加え、コロナからの最終的なリバウンドもあり、大
きく伸長しました。

金融・法務分野は5億7.500万、YoY0.7％と減少となりました。IR関連文書の受注が増加
した一方、前期（22/3期）に受注した保険関連の大型案件が剥落したため、YoYでほぼ横
ばいとなりました。

続いて、派遣事業は11億1,900万、YoY7.6％の減少となりました。コロナ禍の期間は持ち
こたえていましたが、23/3期は人員の入れ替えが行われた結果、ご要望にあうスタッフを
提供しきれなかったことが要因と捉えています。ただ足元の引き合いは増加に転じてきて
いますので、ここが底と考えています。

続いて、通訳事業は8億5,400万、 YoY30.3％の増加となりました。これはひとえにコロ
ナ禍からの回復だと認識しております。また水際措置の緩和により、対面での通訳案件も
増加しています。

最後に、コンベンション事業は1億5,200万、YoY31.0％の減少と苦戦しました。外部環境
は回復基調にありますが、競合激化の影響による受注減が主な要因と捉えております。
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こちらのスライドでは、
2023年3月期のセグメント別動向についてご説明いたします。

これらは売上高と営業利益を事業別にYoYで比較し、増減幅を示したグラフです。
売上、利益いずれも翻訳事業と通訳事業が寄与しており、その結果、過去最高益を達成
することができました。
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こちらのスライドは
四半期の業績推移をセグメント別に示したものです。

第4四半期、なかでも3月の失速が影響し、4Q売上は28億7,400万となりました。ですが、
翻訳事業（オレンジ色）に限って言えば、23/4Qは過去最高の売上・営業利益を達成して
おり、その点においては堅調に成長できていると認識しています。
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では次に、事業戦略と進捗をご説明いたします。



10

こちらのスライドでは、

新たに策定した第五次中期経営計画についてご説明いたします。

基本方針は

「ビジネス環境の変化やデジタル化の進展に対応しつつ、

業界・ドキュメント別に最適化された言語資産の活用モデルを確立し、

対象市場でのプレゼンスを高め、持続的な成長を実現する。」です。

重点施策の3点のうち1点目の「ドキュメント集約メカニズムの構築」と

2点目の「ドキュメント別言語資産活用モデルの確立」は、

専門特化して高品質なサービスを安定的に提供するという当社の強みをさらに推し進めて
いくための戦略です。

具体的な戦略については後ほどご説明します。

重点施策の3点目「働き方改革や事業変革を支える経営基盤の整備」について、

目下進めているのはテレワークの恒久化です。

当社事業は比較的、テレワークを導入・継続しやすい業態であることから、

今後もテレワークを積極活用し、生産性の向上とオフィス費用の削減を図ります。

それでは次のページで重点施策の1点目と2点目の具体戦略についてご説明いたします。
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こちらのスライドでは、

新たに策定した第五次中期経営計画の重点施策であるドキュメント集約メカニズムの構築について

ご説明いたします。

まずドキュメント集約メカニズムの構築を医薬分野を例にご説明します。この図は新薬開発時に
どの製薬会社でも作成しているドキュメントを類型化したものです。

まず基礎研究、臨床研究など、いわゆる動物実験の計画や結果の報告書が作成されます。その次の
段階で臨床試験、人を使った試験の際は治験実施計画書が作成されて、その承認を得て治験が行われ、
のちに治験実施報告書が作成されます。そして、これらの情報が承認申請の時にCTDという形でまと
め上げられます。承認がおりた後、薬が販売されてからは副作用情報を継続的に収集する義務がある
ため、副作用関連文書も作成されます。これらが新薬開発を取り巻くドキュメントの一連の流れと
なります。

これらのドキュメントは内資系の製薬会社ですと日本語から英語に翻訳しますし、外資系の場合は
日本語に翻訳した海外の治験データを素に日本国内で治験を行うため、そこでもドキュメントが
発生します。

では翻訳において「ドキュメントを集約する」ということはどういうことかを簡潔に述べますと、
新薬開発の流れで生じる翻訳を当社に発注いただき、当社でドキュメントを管理したいということ
です。ドキュメントの集約における当社のメリットは、売上と品質の安定です。加えて付加価値
サービスの提案もできるようになります。売上への貢献が高い、メリットのある施策です。

一方、顧客のメリットは２つあります。第一に納期短縮とコスト削減を実現できることです。外資系
を中心に新薬開発スピードの短縮化に向けた動きが加速するなかで、ドキュメントの集約により翻訳
にかける時間を極力縮めていくことが可能になりますし、同時にコスト削減も期待できます。
もうひとつは品質の安定化です。臨床試験以降は情報を引き継いでドキュメントをまとめあげるため、
ドキュメント間で用語の整合性を取ることが品質に直結します。品質の安定にはドキュメントを集約
して発注していただくことが不可欠です。

それでは、なぜ納期短縮、コスト削減、品質の安定を実現できるのでしょうか。それは当社は言語を
資産化するノウハウ、システムを構築しているからです。当社が持つ、言語を資産化するノウハウや
システムについて、次のページでご説明いたします。
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こちらのスライドでは、新たに策定した第5次中期経営計画の重点施策である

ドキュメント別言語資産活用モデルの確立について「製薬カスタムモデル」を例にご説明いたします。

当社では、各製薬会社から拠出いただいたコーパス（原文と訳文が対になったデータ）をもとに非常に
精度の高い機械翻訳を開発し、コーパス提供企業にのみ提供しています。このサービスによりモデル導
入企業での翻訳品質の安定、コスト削減、納期短縮を実現しています。

我々の狙いは機械翻訳を導入いただくことではなく、機械翻訳の導入によりドキュメントの集約化を実
現することにあります。よって、同モデルを契約いただいた企業には人手翻訳の発注集約化を提案して
おり、実際に他社から当社に発注先を切り替えてくださった顧客もいらっしゃいます。

この仕組みを実現するのに必要不可欠なシステムが2つあります。ひとつは機械翻訳です。当社には
みらい翻訳という、機械翻訳の開発パートナーがいます。これは他の翻訳会社にはない強みです。

もうひとつは翻訳支援ツール（CAT）です。CATはいわば機械翻訳をプロ翻訳者が使う時のプラット
フォームです。CATには翻訳メモリ（過去案件をデータベース化したもの）と機械翻訳が組み込まれて
おり、プロ翻訳者は、CATが示す原文との一致度を見ながら翻訳メモリが示す訳文を利用するか、機械
翻訳が出力する訳文を手直しするかを一文ずつ判断します。翻訳メモリの管理も言語資産管理ノウハウ
のひとつとなっています。

CATは世の中に多く存在する、翻訳業界ではマニュアル翻訳時に当たり前のように使われるシステム
です。我々は機械翻訳が登場する前からCATを利用し、登録翻訳者の協力を仰ぎながら、CATの活用を
推進してきました。この取り組みによって、マニュアル以外の翻訳者でもCATが使いこなせる環境を構
築しました。CATと機械翻訳を使いこなすノウハウを持つ翻訳会社は、おそらく当社規模だと日本国内
でも皆無だと思っています。これも他の翻訳会社にはない強みです。

当社の優位性をまとめますと、専用の機械翻訳を非常に自由な環境で作成できること、CATを多様な分
野で使いこなすことができること、の２つです。いずれも他の翻訳会社がすぐ模倣できるようなこと
ではないと認識しています。これらの強みを武器に顧客内シェアの拡大を図っています。

さらに我々は医薬分野以外でもこの「製薬カスタムモデル」と同じコンセプトで言語資産の活用を提案
しようと考えています。次のページで足元の取り組みをご説明いたします。
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こちらのスライドでは、

フォーカス市場への取り組み事例についてご説明いたします。

こちらは昨年11月17日付プレスリリースで発表した、言語の資産化の応用例です。

IR関連文書にはドキュメント間の同一性や経年での類似があることに着目し、プロネクサ
ス社と共同でサービスを開発に取り組みます。IR関連文書のなかでも特に英文化が求めら
れている有価証券報告書（以下、有報）にターゲットを絞って展開します。

このサービスの訴求ポイントは翻訳の高速化とコストの低減です。
「製薬カスタムモデル」では複数の製薬会社から拠出いただいたコーパスを素に専用モデ
ルを開発しました。このサービスでは、IR関連文書の特性であるドキュメント間の同一性
や経年での類似性を利用し、各事業会社から拠出いただくIR関連文書からコーパスを作る
ことで、個社別の専用モデル開発を目指します。この取り組みにより「製薬カスタムモデ
ル」同様、時間短縮とコスト低減を図り、IR関連文書全般に特化した言語資産のナレッジ
活用を提案していきたいと考えています。

この取り組みのアナウンス効果もあり、IR関連文書の受注件数は増加しています。まだま
だ成長余地があると考えています。
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こちらのスライドでは、

言語資産の活用に向けた取り組み事例についてご説明いたします。

こちらは5月11日付プレスリリースで発表した、オルツ社との取り組みです。

オルツ社は昨今話題のChat GPTに代表される大規模言語モデルを独自開発する企業です。
当社はオルツ社と共同で大規模言語モデルを活用したプロダクト開発のための実証実験を
始めます。この取り組みを新たなサービスの開発に繋げていきたいと考えています。
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こちらのスライドでは、
新たに策定した第5次中期経営計画の業績目標についてご説明いたします。

第5次中計の重点施策を着実に推し進め、
さらなる成長と収益性向上を追求していきたいと考えています。

2025年3月期の売上目標は121億、
営業利益は11億、当期純利益は7億5,000万、
経営指標として連結営業利益率9.0％、ROE12.0％を掲げています。

2024年3月期の予想につきましては次の章でご説明いたします。
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次に、2024年3月期の予想についてご説明いたします。
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こちらのスライドでは、
2024年3月期の通期予想についてご説明いたします。

2024年3月期の予想は
売上高が115億5,000万、YoY5.5％増加、
営業利益が10億、YoY7.6％増加、
当期純利益が7億、YoY1.9％の増加と増収増益を予想しています。
2期連続の最高益達成を目指していきたいと考えています。
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こちらのスライドでは、
2024年3月期の事業別売上高予想についてご説明いたします。

翻訳事業は88億1,500万、YoY4.2％の増加と、前期（23/3期）より若干低めの伸びを予想し
ています。

特許分野は前期に大型案件を受注した大手通信系企業からの今期受注分を予想に織り込ん
でいないため、YoY3.4％の増加と控えめに設定しています。

医薬分野は「製薬カスタムモデル」導入による仕込時期が終わり、刈り取り時期を迎える
顧客もいることからYoY8.0％の増加を予想しています。

工業・ローカライゼーション分野はYoY0.8％の増加と、ほぼ横ばいを予想しています。前期
の大型案件の反動減を加味していますが、当然ながらこの予想を達成できれば、売上総利
益は大きく伸びると目論んでいます。

金融・法務分野はIR関連文書関する施策の加速とIR関連での実績を作ることによる顧客の管
理系部門への拡販も目論んでおり、YoY4.2％の増加を予想しています。

派遣事業は前期で底を打ったと理解していますので、緩やかではありますがYoY2.7％の増加
を予想しています。

通訳事業はYoY5.4％の増加と控えめの予想をしています。コロナからのリバウンドはいった
ん落ち着くと見込んでいます。

コンベンション事業の予想はYoYでほぼ倍近くの伸びを予想しておりますが、これは受注済
の案件を積み上げた結果です。
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こちらのスライドでは、
2024年3月期の損益計算書予想についてご説明いたします。

先のスライドでもご説明した通り、売上は115億5,000万を予想しています。
売上総利益率は、工業・ローカライゼーション分野の前期（23/3期）に受注した大型案件
の剥落と機械翻訳の活用拡大の効果により、47.3％と回復を見込んでいます。
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こちらのスライドでは、
業績推移についてご説明いたします。

売上はコロナ前の2019年3月期の水準には及びませんが、
営業利益は着実に回復しております。
2024年3月期は3期連続の増収増益と2期連続の過去最高益達成を目指しています。
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最後に、株主還元についてご説明いたします。
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こちらのスライドでは、株主還元についてご説明いたします。

当社は安定的、かつ、継続的な増配を目標に配当額を決定しています。配当性向率は定め
ておりません。前期（23/3期）は過去最高益となり、配当額も過去最高水準をお示しする
ことができました。

2024年3月期は2期連続の過去最高益を予想しております。それに連動するかたちで配当額
も1株当たり50円と過去最高水準を予想しています。今後も株主の皆さまへの還元をわずか
ながらでも高めていきたいと考えています。

以上で私からのご説明を終了いたします。ご清聴ありがとうございました。

【参加者からのご質問】
Q1：Chat GPT（生成系AI）の翻訳事業、通訳事業等への影響は予想されますか。機械翻
訳の精度が上がった時には影響はなかったと思います。

A1：結論から申し上げますと、生成系AIの影響についてはニューラル機械翻訳の出現時と
まったく同一と捉えており、影響はないと考えています。生成系AI、ニューラル機械翻訳
のいずれも同じトランスフォーマー（Transformer）ですので、それらが出力する結果は
保証されません。保証作業にはクロスチェックが必要であり、人の介在が不可欠です。当
社は既に効率的な体制やプラットフォームを構築しています。

ただ生成系AIはさまざまな使い方ができるため、使い方によっては別の影響がでてくる可
能性もあると考えています。当社においては、現時点で想定する使い方をオルツ社ととも
に確認しながら、当社サービスに繋げることができるのかを検証していきたいと考えてい
ます。
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